
21晒 年 翻5日14時5紛 文翻轄 群行礁 NO,8571P、1

事 務 連 絡

平成16年11月30日

私立大学(短 期大学を除 く)を

設置する各学校法人理事長 殿

文部科学省高等教育局
私学部私学助成課

「私立大学学術研究高度化推進事業」による

研究成果の取 り扱いについて

標 記につ いて,今 後,以 下 の とお り取 り扱 うこ と と します ので,貴 法 人 が所

管 す る大学 で,標 記 事 業 を実 施 して い る研 究組 織 に対 し,周 知 の ほ どを よ ろ し

くお順 い しますウ

記

(1)学 会 誌 等

研 究 組 織 に 所 属 す る 研 究 者 等 力㍉ 標 記 事 業 に よ り実 施 し た 研 究 成 果 に

係 る 論 文 ・著 書 等 を 執 筆 す る 場 合 は,文 末 に,例 え ぱ,「 文 部 科 学 省 ハ イ

テ ク ・ リサ 』一チ ・セ ン タ ー 整 備 事 業(平 成 ○ ○ 年 度 ～ 平 成 ○ ○ 年 度 〉」 な

ど と記 載 し,補 助 事 業 で 実 施 して い る研 究 で あ る 旨 明 記 す る こ と。

英 文 で 記 載 す る楊 合 は,"H塘h-TechResearchCGhte!Pr・jectf。r

PrivateUniversitlesfmatGhingfun4subsidyfromMEXT(Min主stry。f

Educatlon、CulturG,Sport$,SciehceandTec丘nology),2002-2006と い

う よ うに,文 部 科 学 省 の 私 学 助 成 に よ る 研 究 事 業 で あ る こ と と,研 究 期 間

を 明 記 す る こ と。 継 続 事 業 で あ る 場 合 も,新 規 事 業 と 同 様 の 方 法 で 記 載 す

る こ と。

なお,文 字 制 限 の 関係 で 十 分 な スペ ー スが とれ ない場合 は次 の例 を参

考 に略称 を用い て も良い。

本研 究 は文部科学省 のハイ テ ク事業 に よる私学助成 を得 て行 われ た。

Thisworkwassuppo亘edbyMEXT、IIAITEKU(採 択 年 度)

(2)新 聞等

研究代表者等が私立大学学術研究高度化推進事業による研究の成果を新
聞 ・雑誌等に発表する揚合(研 究期間の終了後を含む.)に は,下 記の例
を参考に発表用資料に文部科学省か ら交付された補助金による研究である
ことを明らかにすること.

(例)OO大 学 の □ □教 授 らの グル ー プ で は,文 部 科 学 省f学 術 フ ロンテ

ィア推 進 事 業 」 に よ る研究 の成果 として,△ △ △ △ で あ る こ とを 明 らか に

した。



踊5年 鳳5日14時56分 文音1科轄 私学融課 穫o,857ip,

(3)学 会発 表 等

学 会 や 講 演 会 で研 究成 果 を発表す る際には,私 立 大 学 学術 研 究 高 度 化堆
進 事 業 に よる研究 であるこ とに触 れ,プ ロシー デ ィ ン グな どに も上 記(1)

の例 にな らって 記 載 す る こ と.

また,当 該 事 業 に よ り研 究会 ・シ ンポ ジウム を開催す る場合,案 内 状及

び 配 付 資料 等 につ い て,例 え ば,「 文 部科 学 省 学 術 フ ロ ンテ ィア推進 事業」

な ど,文 部 科 学 省 及び 事 業名 称 を明記 す る こと。

(4)閲 覧 等

研 究機 関 は,文 部科 学省 に提 出 した研 究 成果 報告 書(冊 子体 又 は 電 子媒

体)を 当該 研 究 機 関 の 図書 館 等 に も配 置 し,閲 覧,文 献 複 写 サ ー ビス等 に

供 す る こ と。

(5)研 究 成果 に よ り得 た特 許 の 帰 属 等 につ いて

各大学 に規程 があ る揚合 はそれ に基づ くが,な い 場 合 は,当 該研 究 成果

に対 す る寄 与 度 に よ り,当 該 大学 ・共 同研 究 の相 手 方機 関又 は研究者個人
のいずれ に所属す ることとなる(も し くは 共 有 す る こ と とな る)か につ い

て,当 該 大 学 内 の 特許 委員 会 等合 議 体 で判断 し,決 定す る こ と。

また,機 関 帰 属 す る揚 合 で あ っ て も,発 明者 に対 す る補 償 制 度 を設 け る

な ど,そ の研 究 意 欲 を高 め られ る よ う配慮す るこ と。

(参考)各 事業 の英語名称 につ いて(例)
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